
 

船舶インシデント調査報告書 

令和２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和元年９月１６日 １３時３０分ごろ 

発生場所 熊本県天草市御所浦
ご し ょう ら

島西方沖 

 元ノ尻
が ん のし り

灯台から真方位０１２°７２０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°１８.７′ 東経１３０°１８.２′） 

インシデントの概要 プレジャーボートSEAMASTER
シ ー マ ス タ ー

は、航行中、主機の運転ができなくな

り、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和元年１０月１７日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート SEAMASTER、２.５トン 

 ２９０－４１９５３熊本、株式会社石本塗装 

 ディーゼル機関（船内外機）、４サイクル、出力１６９.１７kＷ、

回転数毎分３,６００、６気筒、ボア９４㎜、使用燃料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 インシデントの経過等 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者５人を乗せて航行中、機関

室から異音がするとともに、速力が低下して船内外機が停止し、主機

の始動を試みたが始動できなかった。 

本船は、船長が、運航不能と判断し、投錨して１１８番通報を行

い、来援した巡視艇により近くの港にえい
．．

航された。 

本船は、本インシデント後、機関整備業者が船内外機の点検を行っ

た結果、主機の動力をアウトドライブに伝達する同ドライブ内部のユ

ニバーサルジョイント（自在継手）及びベアリングが破損しているの

が認められた。 

 

 機関整備業者によれば、本船は、本インシデントの約２か月前、ユ

ニバーサルジョイントのゴム製カバーの亀裂部から海水が内部に浸入

して潤滑剤に混入したことがあり、同カバーは交換されたものの、ユ

ニバーサルジョイント及びベアリングが引き続き使用されていた。 

分析 本船は、航行中、アウトドライブ内部のユニバーサルジョイント及

びベアリングが破損したことから、主機の運転ができなくなり、運航

不能となったものと考えられる。 

ユニバーサルジョイント等は、本インシデントの約２か月前、海水



 

がユニバーサルジョイントのゴム製カバーの亀裂部より浸入して潤滑

剤に混入した際、引き続き使用されたことから、潤滑剤に混入した海

水によって腐食が進み、破損したものと考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が航行中、海水が潤滑剤に混入した際、ア

ウトドライブ内部のユニバーサルジョイント及びベアリングが、引き

続き使用されていたところ、破損したため、主機の運転ができなくな

ったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・アウトドライブ内部のユニバーサルジョイントのゴム製カバーに

亀裂が生じて海水が浸入した際は、同カバーだけではなく、ユニ

バーサルジョイント及びベアリングも交換すること。 

 


